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ご挨拶
 当社は金属スクラップ業に始まり、現在は金物販売を始めとし金属加工・取付、エクステリアの工事、

 鉄筋溶接及び鉄筋ガス圧接など金物関係業の傍ら、建物の解体、一般・産業廃棄物の収集・運搬業・

 さらに中間処理（リサイクル業）と幅広く行わせて頂いており、おかげさまで創業81年を迎えることが

 できました。 最近では、耐震や建物の老朽化による補強工事や解体の依頼も増えてきており、時代と

 ともにお客様のニーズも変化してきています。  当社は幅広いお客様のニーズに応えし、ご満足

 いただける仕事を提供できるよう、社員一同が知識及び技術向上を目指し邁進してまいります。

 今後とも格別のご支援、ご愛好を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

１．事業概要

    １）事業所名及び代表者名
  有限会社 別府金物店

  代表取締役 別府 嘉郎

    2）所在地
  ・本         社  〒883-0062 宮崎県日向市大字日知屋7624番地1

  ・中間処理場  〒883-0033 宮崎県日向市大字塩見山田越3657番地1   

    ３）法人設立日 1947年 7月 1日

    ４）資本金  1000万円

    5）事業内容
◆INDAST

・産業廃棄物収集運搬業(積替保管あり)

・産業廃棄物処分業(中間処理=破砕・圧縮・その他)

・特別管理産業廃棄物収集運搬業（積替保管なし)

・一般廃棄物収集運搬業(事業系)

◆HARD・WARE

・金物販売/政策金物

・機械/電動工具

・ステンレス加工/土木建築資材

◆IRON・JOINT

・鉄筋ガス圧接/超音波深傷検査

・鉄筋溶接接手(ニューNT工法)

◆CONSTRUCTION

・土木一式工事/鋼構造物工事/建具工事/とび・土工工事/解体工事

    6）環境管理責任者 
        EA21推進責任者 ; 別府 藍

    7）連絡先 
       連絡担当 ； 別府 藍

       TEL ; 0982-52-4768   FAX ； 0982-52-4338

       E-Mail ； beppukan@mnet.ne.jp

       http://www.bepukan.com

２



・対象組織(全組織) ・・・・・・・・  本社、中間処理場
・対象活動(全活動) ・・・・・・・・  事業内容の全て
・対象期間(臨時運用) ・・・・・・・  2022年5月～2023年4月
・環境経営レポート作成日 ・・・・  2023年6月16日

9）事業規模

10）推進組織

・HARD･WARE部門 ・総務部門

・IRON･JOINT部門 ・CONSTRUCTION部門

11）許可の内容
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○ ○

平成13年０6月06日 平成14年０3月14日

◆ 業者詳細情報・基本情報

平成31年０4月12日 令和 4年03月14日

    一般廃棄物収集運搬業(事業系)

許可年月日 令和 3年04月16日

許可期限年月日 令和 8年04月15日

◆ 産業廃棄物・特別管理産業廃棄物

日向市長許可 許日環一般第220105号

門川町長許可 門川町指令15第7号

許可の期間 令和4年4月1日から令和6年3月31日

許可の期間 令和4年4月1日から2年間

令和 3年06月05日 令和 9年03月13日

延岡市長許可 延資源許可 第62号 許可の期間 令和4年3月7日より令和6年3月6日

特別管理産
業廃棄物
(積替保管な

収集
運搬

事業の区分
処理
方法

収集運搬
積替保管あり

収集
運搬

産業廃棄物
中間処理

破砕

圧縮

その他

8）対象範囲

項  目 2021年

0 0

当初許可年月日 平成13年０４月16日

INDUST

・収集運搬部門

・中間処理部門

本 社

環境管理責任者

2022年

売上高（万） 49,400 49,570

本社床面積（㎡） 873 873

従業員数 40 44

中間処理後の再資源化量(t) 3,612

中間処理場総面積（㎡） 2,096 2,096

◆ 業者詳細情報・基本情報

許可番号 4517076282 4527076282 4557076282

業許可の種類 産業廃棄物収集運搬業 産業廃棄物処分業 特別産業廃棄物収集運搬業

代表者

工事件数 125 150

特別管理産業廃棄物収集運搬量(t)

4,053

産業廃棄物収集運搬量(t) 5,662 8,706

３



≪処理方法≫

廃プラスチック類の破砕施設

≪積替保管施設≫
 ①日向市大字塩見字山田超3649番、3652番  

 ②同 3636番地4、3637番地、3640番地4       ③同 3652番

面積(㎡)

≪処理工程≫

≪処理能力≫

破砕機（廃プラスチック類） 破砕機(ｺﾝｸﾘｰﾄ・ｶﾞﾚｷ類)
 ・設置年月日  ；2005年 9月 9日  ・設置年月日  ；2005年 9月 9日
 ・処理能力     ；14.4 t/日(8時間)  ・処理能力     ；12.7 t/日(8時間)
 ・許可番号     ；シレイ24930-16-4  ・許可番号     ；シレイ24930-16-4

破砕機(木くず) 選別施設
 ・設置年月日  ；2005年 9月 9日  ・設置年月日  ；2019年 1月20日
 ・処理能力     ；142.6 t/日(8時間)  ・処理能力     ；34.37 t/日(8時間)
 ・許可番号     ；シレイ24930-16-4

圧縮施設(金属くず)
破砕施設(石膏ボード)  ・設置年月日  ；2008年 4月10日
 ・設置年月日  ；2002年 7月 1日  ・処理能力     ；154.3 t/日(8時間)
 ・処理能力     ；3.1 t/日(8時間)

≪収集・運搬車両≫

1.50t
14.00t

2．00ｔ
キャブオーバ

塵芥車

キャブオーバ

積載

2．85ｔ
3.95t
3.60t
4.00t
3.00t
2.00t
1.00t
3.35t
11.80t

10.00t
3.90t

キャブオーバ
ダンプ
ダンプ
脱着装置付きコンテナ専用車

キャブオーバ
キャブオーバ
ダンプ

5.30t
9.40t

脱着装置付きコンテナ専用車
キャブオーバ
ダンプ
キャブオーバ
塵芥車

車両
車両
車両
車両
車両

宮崎 100か 7158
宮崎 100す 7444
宮崎 100す 7934
宮崎 100か 7992

宮崎 800さ 8216

車両
車両
車両
車両
車両

宮崎 400た 5479
宮崎 100す 6960
宮崎 100か 7062
宮崎 100か 7063
宮崎 100か 7064

車両
車両
車両
車両
車両

宮崎 100す 281
宮崎 100せ 552
宮崎 11た 2825
宮崎 100す 3984
宮崎 800す 4414

12）施設等の概要

車両・船舶

車両

番号

宮崎 100せ 34

処理方法 施設名 施設住所

破砕 破砕施設 宮崎県日向市大字塩見字山田越3657番地1

宮崎県日向市大字塩見字山田越3657番地1及び各工事現場

破砕

選別施設

車両種類

キャブオーバ

その他

① 37.3㎡、② 456.41㎡、③ 15.265㎡ ①123.8㎥ ②955.3㎥ ③3.3㎥

破砕施設 宮崎県日向市大字塩見字山田越3657番地1

破砕 宮崎県日向市大字塩見字山田越3657番地1

宮崎県日向市大字塩見字山田越3646番地

所在地

破砕 木くずの破砕施設

圧縮 圧縮施設 宮崎県日向市大字塩見字山田越3648番地
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13）受託した一般廃棄物の収集運搬量
2022年5月～2023年4月

廃棄物の種類 処理量(t)

可燃ごみ 71.2
不燃ごみ 1.4
資源ごみ（段ボール) 9.7
資源ごみ（その他古紙類) 19.4
資源ごみ（缶) 3.3
資源ごみ（PET) 4.5

109.5

14）受託した産業廃棄物の収集運搬量及び中間処理量

2022年5月～2023年4月

廃棄物の種類 処理量(t)

廃プラスチック類 1,173.0
木くず 2,129.0
紙くず 259.0
繊維くず 0.7
金属くず 517.0
コンクリート・アスファルト 2,839.0
石膏ボード 297.0
ゴムくず 0.0
建設混合廃棄物 8.3
ガラスくず・コンクリートくず陶磁器くず金属くずの混
合物（廃蛍光灯ランプ） 1,483.0

8,706.0

廃棄物の種類 処理の方法 処理量(t)

廃プラスチック類 選別・圧縮 1,173.0
木くず 選別・破砕 2,129.0
紙くず 選別・圧縮 259.0
繊維くず 選別 0.7
金属くず 選別・圧縮 517.0
コンクリート・アスファルト 選別 2,839.0
石膏ボード 破砕 297.0
ゴムくず 選別・圧縮 0.0
建設混合廃棄物 選別・圧縮 8.3
ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器
くずと金属くずの混合物（廃蛍光灯ランプ） 選別 1,483.0

廃プラスチック類 595.5
木くず 567.0
紙くず 101.0
繊維くず 0.7
金属くず 0.0
コンクリート・アスファルト 2,237.0
石膏ボード -143.0
ゴムくず 0.0
建設混合廃棄物 -7.1
ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器
くずと金属くずの混合物（廃蛍光灯ランプ） 701.8

4,052.9

8,706.0

再資源化量合計

中間処理量合計

収集運搬量合計

中間処理

処理方法

収集運搬量

収集運搬

収集運搬量合計

う
ち
再
資
源
化



２．環境経営方針

当社は有限な地球資源の枯渇防止、有効活用を推進する為、

廃棄物の 『リユース』 『リデュース』 『リサイクル』 を基本とした

体制を構築し、循環型社会及び持続可能な社会の構築に努める。

1．循環型社会、持続可能な社会形成に積極的に取組む為、
  環境経営システムを構築して、継続的な改善に努める。

２．事業に関係する法令・条例・その他の取決め事項等を順守する。

３．以下の活動を重点事項として積極的に取組み、地球環境負荷の
  低減に努める。

① 電力や化石燃料の節減に努め、二酸化炭素排出量の削減に努める。

② 受託した廃棄物や事業活動から発生する廃棄物の削減とリサイクルに努める。

③ 節水活動による水資源使用量の削減に努める。

4．環境に配慮した廃棄物の処理を推進し、可能な限り再資源化
  に努める。

5．社員に対して地球環境保全の意識向上を図る。

  この環境経営方針は、当社の全従業員に周知徹底すると共に、
  一般に開示する。

制定；2022年5月1日

有限会社 別府金物店
代表取締役 別府 嘉郎

環境経営方針

基本理念

基本方針

５



３．環境経営目標 【要求事項；６】

作成日；2022年5月1日 承認；

第 一 次 中 期 目 標

基準値
(2021年5月～
2022年4月)

2022年度
(2022年5月～
2023年4月)

2023年度
(2023年5月～
2024年4月）

2024年度
(2024年5月～
2025年4月)

総量 693,260 689,794 686,328 679,447

収集運搬量
当たり 122.4

基準比0.5％削
減

基準比1.0％削
減

基準比1.5％削
減

本社(電灯) 34,063 33,893 33,722 33,384

本社(電力) 17,763 17,674 17,585 17,409

インダスト 73,564 73,196 72,828 72,098

全社合計 125,390 124,763 124,136 122,892

全社
(受託量当り)

22.15

基準比0.5％削
減

基準比1.0％削
減

基準比1.5％削
減

本社 12,218 12,157 12,096 11,975

インダスト 7,855 7,816 7,776 7,698

全社計 20,073 19,973 19,872 19,673

全社
(受託量当り)

3.55

基準比0.5％削
減

基準比1.0％削
減

基準比1.5％削
減

全社 227,327 226,190 225,054 222,798

全社
(受託量当り)

40.15

 '21年比1袋削減  '21年比2袋削減

事務所 未計量 47 46

基準比0.5％削減 基準比1.0％削減 基準比1.5％削減

本社 653 650 646 640

インダスト 1,294 1,288 1,281 1,268

全社 1,947 1,937 1,928 1,908

全社
(受託量当り)

0.34

基準比 1%UP 基準比 2%UP 基準比 3%UP

INDUST 63.8 64.8 65.8 66.8

＊インダストの電気使用量、軽油使用量、水使用量は、受託した産廃量(5,662t)当たりの使用量を目標としています。

＊受託した産業廃棄物の収再資源化率＝ 再資源化量÷総処理量(収集運搬量)

＊購入電力の二酸化炭素排出係数は、令和4年1月公表の九州電力調整後排出係数0.480を使用します。

【改訂履歴】

   改訂 ； 

単位 CO2排出係数
購入電力 ｋＷｈ 0.48
ガソリン Ｌ 2.32
軽油 Ｌ 2.58

取組み項目
（目標項目）（単位）

実施区

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
項
目

①電力使用量の削減     （kWh）

     基準年の受託量
        5,662 t

3.55 L以内

122.4kg-CO2

     １．二酸化炭素排出量の削減
             （kg-CO2）

全
社

２．一般廃棄物排出量の削減 (袋)

３．水資源使用量の抑制      （m3）

0.34 m3以内

４.受託した産業廃棄物の収集運搬・処分に
  おける環境配慮(再資源化率の向上)

22.15 kWh以内

②ガソリン使用量の削減  （Ｌ）

③軽油使用量の削減   （Ｌ）

40.15 L以内

現状把握
(48)

環境経営目標(第一次)

６



４．環境経営目標の実績

目標 実績 達成率 評価

総量 689,794 653,949 105.5% ○

収集運搬量
当り 122.4 74.2 165.0% ○

本社(電灯) 33,893 34,990 96.9% △

本社(電力) 17,674 18,866 93.7% △

インダスト 73,196 75,461 97.0% △

全社合計 124,763 129,317 96.5% △

収集運搬量
当り 22.15 14.67 151.0% ○

本社 12,157 12,570 96.7% △

インダスト 7,816 8,201 95.3% △

全社 19,973 20,771 96.2% △

収集運搬量
当り 3.55 2.36 150.4% ○

現場 226,190 210,732 107.3% ○

全社
(受託量当り)

40.15 23.9 168.0% ○

事務所 未計量
現状把握
(48袋)

― ―

本社 649.7 551.0 117.9% ○

インダスト 1,287.5 1,181.0 109.0% ○

全社 1,937.2 1,732.0 111.8% ○

収集運搬量
当り 0.34 0.20 170.0% ○

＊購入電力の二酸化炭素排出係数は、令和4年1月公表の九州電力調整後排出係数0.480を使用します。

＊評価  達成率90%以上は〇、90%～80%は△、80%未満は×

2022年度

8,815.50

取組み項目
（目標項目）（単位）

実施区

運用期間(2022年5月～2023年4月)の予実績

     １．二酸化炭素排出量の削減
             （kg-CO2）

全
社

×

①電力使用量の削減     （kWh）

②ガソリン使用量の削減  （Ｌ）

③軽油使用量の削減   （Ｌ）

２．一般廃棄物最終処分量の削減 (袋)

３．水資源使用量の抑制      （m3）

４.受託した産業廃棄物の処理における
  環境配慮(再資源化率の向上) (%)

収集運搬総量(ｔ)

64.8INDUST 46.6
(4053t/8706t)

71.9%

環境経営目標の実績
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取組項目 活 動 内 容 推進区 取 組 結 果 評価

①不在箇所、不要箇所及び昼休み時は
  消灯する

総務課 〇

②パソコン、コピー機等のＯＡ機器は
  省電力に設定する

総務課 〇

③空調温度管理の徹底
   (夏28℃程度、冬22℃程度)

総務課 〇

①使用しない機器はこまめに電源を切る INDUST 〇

②終業後の主電源OFFの徹底 INDUST 〇

①エコドライブの徹底 （ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ
  、急発進及び空ぶかし防止）

全社 ○

②計画的運行、効率的運行計画
  による走行

全社 ○

①エコドライブの徹底（ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ
  、急発進及び空ぶかし防止）

INDUST ○

②重機や機械等はできるだけﾌﾙﾊﾟﾜｰ
 操作をしない（ｱｸｾﾙ８割運動等）

INDUST 〇

③効率的運行ルートの走行推進 INDUST ○

①資源物を再生利用できるように
 分別する(最終処分量の削減を目指す)

総務課 ○

②裏紙ｺﾋﾟｰ、両面､縮小､集約ｺﾋﾟｰ
  に努める

総務課 ○

③ｺﾋﾟｰﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞや用紙梱包箱などは
  納入業者に持ち帰ってもらう

総務課 ○

①蛇口付近に「節水」を意識させる
  シール等を貼付る

総務課 ○

②水道配管からの漏水を定期的に
 点検する

総務課 ○

①こまめな蛇口の開閉による
  節水活動の推進

INDUST ○

②水道配管からの漏水を定期的に
  点検する

INDUST ○

①混合廃棄物の分別徹底による
  再資源化推進

INDUST ○

②騒音・振動・粉塵・異臭・飛散の
  抑制推進

INDUST ○

③飛散・落下・流出が無いよう、正規な
  容器使用、及び確実な積み込みを行う

INDUST ○

軽油消費量
の削減

建設産廃の収集運搬量が増加した事や、前
年未処理分の処理等で重機や破砕機等の稼
働が続いてたが、比較的近場の収集が多かっ
た事や、ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞはもとより、効果的な運搬
ﾙｰﾄの走行や、Ｕﾀｰﾝ防止の徹底等で、
107.3%の目標達成となった。

５.環境経営計画と取組結果、及びその評価

電気使用量
   の削減

昼休みの消灯やｴｱｺﾝの温度管理等は徹底し
て行い、夏場のｴｱｺﾝの適正温度での使用や
使用を極力控える等を推進したが、ｺﾛﾅｳｲﾙｽ
感染防止の為に事務所のｴｱｺﾝ使用が多く、合
計で95.7%の目標未達成となった。又
INDUSTでもこまめな電源OFFを徹底した
が収集運搬量と中間処理量の増加等で、
97.0％の目標未達成となった。但し、収集運
搬量当たりの電気使用量は151.0%の目標
達成。

ｶﾞｿﾘﾝ使用量
の削減

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌや効率的な運搬ﾙｰﾄ使用、必要な機
材のみの積み込み等々徹底しているが、活発
な営業活動等で、事務所のｶﾞｿﾘﾝが96.9％、
処理場は処理量増加の為、95.3%の目標未
達となった。

一般廃棄物の
削減

一般廃棄物は事業系廃棄物として市の廃棄
物袋で資源ごみの処理依頼をしているが、分
別等の徹底で48袋の排出となった。
次年度は1袋削減を目指す。

水資源
使用量の
削減

蛇口には『節水』のシールを貼り、意識高揚を
図りながら、毎月１回は全蛇口を閉めて給水
メーターを見て漏水の有無を確認している。
又、清掃業務で使用する洗浄水は雨水を極
力利用するようにして、事務所が117.9％、
INDUSTは109.0%の目標達成となった。

受託廃棄物
の環境配慮

収集運搬車輌の清掃及び場内の清掃は常に
行い、近隣へ悪臭等が出ないように清潔な状
態を保っている。収集運搬業務については、
最短ルートでの運搬とエコドライブを徹底して
いる。処理場では手作業による混合廃棄物の
徹底した分別を実施しているが、再資源化率
は46.6%で目標未達成となった。
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6．次年度の環境経営目標及び環境経営計画

取組項目
2023年度

の目標 活 動 内 容

二酸化炭素
686,328kg-CO2
122.4kg-CO2/全社

(受託量当たり)
・省エネ活動、廃棄物の分別徹底

①不在箇所、不要箇所及び昼休み時は消灯する

②パソコン、コピー機等のＯＡ機器は省電力に設定する

③空調温度管理の徹底 (夏28℃程度、冬22℃程度)

①使用しない機器はこまめに電源を切る

②終業後の主電源OFFの徹底

①エコドライブの徹底
    （ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ、急発進及び空ぶかし防止）

②計画的運行、効率的運行計画による走行

①エコドライブの徹底
    （ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ、急発進及び空ぶかし防止）

②重機や機械等はできるだけﾌﾙﾊﾟﾜｰ操作をしない
    （ｱｸｾﾙ８割運動等）

③効率的運行ルートの走行推進

①資源物を再生利用できるように分別する
  (最終処分量の削減を目指す)

②裏紙ｺﾋﾟｰ、両面､縮小､集約ｺﾋﾟｰ努める

③ｺﾋﾟｰﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞや用紙梱包箱などは
  納入業者に持ち帰ってもらう

①蛇口付近に「節水」を意識させるシール等を
  貼付る

②水道配管からの漏水を定期的に点検する
(全蛇口を止めて水道ﾒｰﾀｰの動きを確認する)

①こまめな蛇口の開閉による節水活動の推進

②水道配管からの漏水を定期的に点検する
(全蛇口を止めて水道ﾒｰﾀｰの動きを確認する)

①混合廃棄物の分別徹底による再資源化推進

②騒音・振動・粉塵・異臭・飛散の抑制推進

③飛散・落下・流出が無いよう、正規な
  容器使用、及び確実な積み込みを行う

受託廃棄物
の環境配慮

33,722kWh(電灯)
17,585kWh(動力)

72,828kWh(INDUST)

22.15 kWh(受注量t当り)

12,096 L (本 社)
7,776 L(INDUST)

3.55 L(受注量t当り)

225,054 L(INDUST)
40.15 L(受注量t当り)

47袋

再資源化率
65.8%

(再資源化量÷収集運搬量)

電気使用量
の削減

ｶﾞｿﾘﾝ使用量
の削減

軽油消費量
の削減

一般廃棄物
の削減

水資源使用量
の削減

646.0 m3(本社)

1,281 L(INDUST)
0.34 m3(受注量t当り)
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7．環境関連法規等の遵守状況の確認
  及び評価の結果並びに違反・訴訟等の有無

当社の事業に関係する環境関連法規制、及び廃棄物の処理及び清掃に関する

法律等の遵守状況を確認した結果、以前から違反などは全くありません。

また、関係当局からの指摘や地域住民からの訴訟などもありませんでした。

当社の事業に関係する主な環境関連法規等は以下の通理です。

遵守
評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

8．代表者による全体評価と見直しの結果

・「リユース」「リデュース」「リサイクル」を基本とした体制を確立する。

・産業廃棄物処理法の法令に準じて業を行う。

・CO₂削減を目標にして環境保全に努める。

・社員は環境に対しての知識向上を目指す。

以上を環境経営方針としてこの1年間を取組ました。

その結果は、運搬距離が増えて収集量も増えましたが、全社の二酸化炭素排出量は、

105.5%の目標達成となりました。

これは、全社員が当社の環境経営方針を理解して環境活動に取組んだ結果であります。

これからも「リユース」「リデュース」「リサイクル」を基本とした活動を更に進化させて、

更なる循環型社会、持続可能な社会の構築に尽力致します。

・処理困難な場合の委託者への通知

法規名

廃掃法

・特別管理産業廃棄物管理責任者の配置

主な内容

・運搬中の飛散、流出防止、悪臭、騒音等生じない措置

・各票は管理票交付日から期限内に排出事業者へ返却する

・収集運搬管理台帳の記録保管
・中間処理台帳の記録保管

・再委託禁止

リサイクル法

家電
リサイクル法

ﾌﾛﾝ排出抑制法

産業廃棄物処理施設
設置事前協議

・使用済み物品等の再生資源・再生部品として利用の促進
・使用済みの製品、副産物等の再利用、再生資源・再生部品としての利用促進

・冷蔵庫、ﾕﾆｯﾄ型ｴｱｺﾝ、洗濯機、ﾃﾚﾋﾞ（液晶・ﾌﾟﾗｽﾞﾏ）、衣類乾燥機、
    等のﾘｻｲｸﾙ推進

・定格出力7.5kW未満の業務用ｴｱｺﾝの簡易点検と記録の保管

・減容施設設置について宮崎県知事(日向保健所)との取り決めの遵守
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